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〝
水
の
構
造
に
は

二
種
類
あ
る
〞
東
京

大
学
生
産
技
術
研
究

所
は
そ
の
証
拠
を
見

つ
け
た
と
発
表
し

た
。
液
体
の
水
の
構
造
に
つ
い
て

は
一
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
論
争

が
続
い
て
き
た
が
、
可
逆
的
に
変

化
可
能
な
２
種
類
の
異
な
っ
た
構

造
の
液
体
が
交
じ
り
合
っ
た
と
い

う
「
混
合
モ
デ
ル
」
の
動
か
ぬ
証

拠
を
見
つ
け
た
ら
し
い
。
こ
の
混

合
モ
デ
ル
を
提
唱
し
た
の
は
、
か

の
レ
ン
ト
ゲ
ン
博
士
で
あ
る
。
液

体
の
水
は
４
℃
で
密
度
が
最
大
に

な
る
こ
と
は
そ
の
二
つ
の
構
造
比

率
に
起
因
し
て
い
る
。
こ
の
水
の

特
殊
性
に
よ
り
、
真
冬
で
も
湖
の

水
は
表
面
し
か
凍
ら
ず
に
、
水
生

生
物
が
越
冬
で
き
る
な
ど
、
地
球

上
の
生
命
は
育
ま
れ
て
き
た
▼
春

に
な
り
暖
か
く
な
れ
ば
、
雪
解
け

が
進
む
の
は
自
然
な
こ
と
だ
が
、

今
季
は
南
極
大
陸
で
、
観
測
史
上

最
高
温
度
と
し
て
、
な
ん
と
20
℃

が
記
録
さ
れ
た
。
当
然
南
極
の
氷

も
解
け
て
し
ま
う
。
産
業
革
命
以

降
の
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
が
上

昇
す
る
に
つ
れ
、
地
球
の
平
均
気

温
は
上
昇
し
続
け
て
い
る
。
南
極

の
み
な
ら
ず
世
界
中
で
起
こ
っ
て

い
る
異
常
気
象
を
、
異
常
と
感
じ

な
い
方
が
異
常
で
あ
ろ
う
。
こ
の

気
象
現
象
の
変
化
は
人
為
的
で
あ

る
。
巨
大
地
震
や
巨
大
隕
石
落

下
、
破
滅
的
大
噴
火
、
太
陽
黒
点

異
常
な
ど
人
事
の
及
ば
な
い
自
然

現
象
と
は
区
別
し
て
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
▼
元
日
本
環
境
学
会

会
長
の
和
田
武
氏
は
講
演
で
「
温

暖
化
に
よ
る
不
可
逆
的
な
環
境
破

壊
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
」
と
語
っ

て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
人
類
は
、
も

う
取
り
返
し
が
き
か
な
い
時
点
に

置
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

今
一
度
、
将
来
に
わ
た
っ
て
の
地

球
環
境
保
全
を
考
え
る
大
切
な
時

期
で
あ
ろ
う
。
知
っ
て
い
て
声
を

上
げ
な
い
の
は
罪
で
あ
る 

（
蓮
）
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2020年 4月5日 診療報酬動画にアクセス多数診療報酬動画にアクセス多数

本件に関するお問い合わせは、☎078－393－1807まで

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
「９条改憲NO！　改憲発議に反対する
全国緊急署名」にご協力を ２面

審査対策部だより
個別指導における主な指摘事項（医科）①

研
面
究 ６面特別研究会より　HPVワクチンの積極的勧奨一時差し

控え継続が生む子宮頸がん罹患リスクの世代間格差

2020年度診療報酬改定対策

◀
医
科
テ
キ
ス
ト
『
点
数
表
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
』

▶
歯
科
テ
キ
ス
ト『
２
０
２
０
年
改
定
の
要
点
と
解
説
』

春の共済制度募集春の共済制度募集
  好評受付中好評受付中
保険医年金＋積立年金DefL（デフエル）保険医年金＋積立年金DefL（デフエル）
グループ保険＋新グループ保険　休業保障制度＋所得補償保険グループ保険＋新グループ保険　休業保障制度＋所得補償保険

５面

歯科は点数改定研究会で講師を予定していた20人の中から、川村副理事長（左２人目）と
若手の歯科医師が改定内容を解説している　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「毎日少しずつですが署名を積み重ねられる」
と木原先生　　　　　　　　　　　　　　　　

　

４
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
診
療
報
酬
改
定
に
伴
い
、
協
会
は
３
月

24
日
、
改
定
内
容
に
つ
い
て
の
解
説
動
画
を
公
開
。
３
月
31
日
ま
で

に
、
医
科
の
入
院
・
入
院
外
、
歯
科
を
あ
わ
せ
て
、
再
生
回
数
は
１
１

８
２
回
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
を
受
け
、
中
止
し
た
研
究
会
に
代
わ
り
作
成
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
き
、
改
定
内
容
の
理
解
の
一
助
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

医
科
の
入
院
・
入
院
外
の
動
画

で
は
、
冒
頭
、
西
山
裕
康
理
事
長

が
あ
い
さ
つ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
を
め
ぐ
り
、
行
政

へ
の
働
き
か
け
や
、
関
連
通
知
の

周
知
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
上
で
、
感
染
拡
大
で
明
ら
か
と

な
っ
た
脆
弱
な
保
健
所
の
体
制
や

感
染
症
指
定
病
院
の
病
床
不
足
な

ど
の
問
題
の
背
景
に
は
、
財
政
難

を
理
由
と
し
た
医
療
費
抑
制
政
策

が
あ
る
と
指
摘
。
地
域
医
療
の
充

実
・
向
上
に
は
、
マ
イ
ナ
ス
改
定

が
つ
づ
く
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

が
必
要
と
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
診
療
報
酬
は
、
医
師
・

歯
科
医
師
に
限
ら
ず
、
医
療
機
関

で
働
く
す
べ
て
の
人
の
生
活
を
安

定
さ
せ
、
医
療
機
関
の
新
た
な
設

備
投
資
を
促
す
も
の
で
あ
る
と
、

そ
の
意
義
を
説
明
し
た
。

　

医
療
費
抑
制
政
策
と
し
て
、
病

床
削
減
と
患
者
窓
口
負
担
増
に
つ

い
て
も
紹
介
。「
税
収
を
増
や

し
、
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
、
国
民
の
将
来
不
安
を
解
消

さ
せ
る
と
と
も
に
、
正
規
雇
用
な

ど
の
拡
大
で
消
費
を
活
性
化
し
、

内
需
を
拡
大
さ
せ
れ
ば
、
企
業
収

益
の
安
定
的
な
増
加
が
で
き
、
法

人
税
や
所
得
税
、
保
険
料
収
入
が

増
え
、
さ
ら
に
社
会
保
障
を
充
実

さ
せ
る
と
い
う
好
循
環
、
持
続
可

能
な
豊
か
な
社
会
が
実
現
さ
れ

る
」
と
訴
え
た
。

　

医
科
（
入
院
外
）
で
は
清
水
映

二
研
究
部
長
、
医
科
（
入
院
）
で

は
吉
岡
巌
副
理
事
長
が
改
定
の
特

徴
を
説
明
。
そ
の
後
、
具
体
的
項

目
に
つ
い
て
、『
点
数
表
改
定
の

ポ
イ
ン
ト
』
に
あ
わ
せ
て
、
詳
細

な
解
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

歯
科
で
は
、
加
藤
擁
一
副
理
事

長
が
西
山
理
事
長
と
同
様
の
内
容

と
と
も
に
、
歯
科
材
料
の
金
パ
ラ

（
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
）
の
逆

ザ
ヤ
が
続
い
て
い
る
問
題
、
歯
科

技
工
問
題
の
解
決
を
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
歯
科
テ
キ
ス
ト
『
２

０
２
０
年
改
定
の
要
点
と
解
説
』

に
沿
っ
て
川
村
雅
之
副
理
事
長
、

多
田
和
彦
評
議
員
（
伊
丹
市
）、

福
田
隆
光
評
議
員
（
三
田
市
）、

橋
本
玄
徳
先
生
（
姫
路
市
）
の
４

人
が
各
項
目
の
改
定
点
に
つ
い
て

詳
細
に
解
説
し
た
。

「
ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増
」

署
名
へ
の
賛
同
２
１
７
件

　

改
定
動
画
の
解
説
の
前
に
は
、

政
府
が
計
画
す
る
医
療
・
介
護
の

負
担
増
の
内
容
と
、
協
会
が
取
り

組
む
「
医
療
・
介
護
の
負
担
増
の

中
止
を
求
め
る
請
願
署
名
」（「
ス

ト
ッ
プ
！
負
担
増
」
署
名
）
の
内

容
に
つ
い
て
、
保
団
連
の
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
分
か
り
や
す

く
解
説
す
る
動
画
が
流
れ
る
。
ペ

ー
ジ
内
で
同
請
願
へ
の
賛
同
を
求

め
て
お
り
、
す
で
に
２
１
７
医
療

機
関
が
賛
同
を
寄
せ
て
い
る
。

動画は、協会ウェブサイトの　
　会員ページからご覧ください

　

３
月
末
に
お
届
け
し
た
テ
キ
ス

ト
（
左
画
像
）
に
、
解
説
動
画
視

聴
に
必
要
な
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

を
同
封
し
て
い
ま
す
。

⑤
地
域
か
ら
協
力
者

「
ぜ
ひ
協
力
さ
せ
て
ほ
し
い
」

西
脇
市　
　

木
原　

章
雄
先
生

署
名
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
私
も
集
め
て
ま
す
」

　

受
付
や
診
察
室
に
署
名
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
署
名
用
ハ
ガ
キ
や
、

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
チ
ラ
シ

を
置
く
な
ど
協
力
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
毎
日
２
〜
３
筆
ず
つ

は
集
ま
り
ま
す
。
署
名
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
る
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
が
署

名
に
興
味
を
持
ち
、
保
険
医
新
聞

を
読
む
よ
う
に
な
る
な
ど
、
ス
タ

ッ
フ
が
医
療
政
策
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
舎
で
口
コ
ミ
が
広
が

り
や
す
い
こ
と
も
あ
り
、
患
者
さ

ん
の
知
人
の
方
が
医
院
に
来
ら
れ

「
こ
の
署
名
用
ハ
ガ
キ
は
カ
ラ
ー

で
見
や
す
く
、
医
療
・
介
護
と
い

う
皆
の
関
心
が
高
い
内
容
な
の

で
、
ぜ
ひ
協
力
さ
せ
て
ほ
し
い
」

と
20
枚
ほ
ど
持
っ
て
帰
る
方
も
現

れ
ま
し
た
。
自
治
会
や
老
人
会
な

ど
で
集
め
て
、
後
日
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
り
、
取
り
ま
と
め
て
く
だ

血
液
検
査
な
ど
を
し
な
い
場
合
、

１
回
５
０
０
円
以
内
の
負
担
で
済

み
ま
す
が
、
そ
れ
が
１
０
０
０
円

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
薬
剤
費

は
、
高
齢
者
に
は
な
る
べ
く
副
作

用
の
少
な
い
新
薬
を
処
方
す
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
か
ら
高
額
と
な
り

が
ち
で
、
今
で
も
５
０
０
０
円
ほ

ど
か
か
る
の
が
、
１
万
円
ほ
ど
に

な
っ
て
し
ま
い
、
非
常
に
負
担
が

重
く
な
る
の
で
、
適
切
な
医
療
が

受
け
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

介
護
に
つ
い
て
も
、
利
用
料
２

割
、
３
割
負
担
の
対
象
者
を
拡
大

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う

す
る
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
控
え
よ
う
と

い
う
方
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
介
護
度
が
低
い
段
階
か
ら
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
心

身
の
廃
用
を
防
止
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
利
用
で
き
な
く
な
る

と
、
病
気
や
ケ
ガ
を
き
っ
か
け
に

介
護
度
も
上
が
り
、
結
果
的
に
社

会
保
障
費
の
抑
制
な
ど
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
は

欠
か
せ
な
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
で

す
。
医
療
・
介
護
の
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
と
、
社
会
保
障
費
を
適

切
に
配
分
す
る
こ
と
は
両
立
可
能

と
考
え
ま
す
。

さ
る
方
が
複
数
地
域
に
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
私
一
人
の
力
は
小
さ

く
て
も
、
60
歳
代
や
70
歳

代
の
医
療
・
介
護
の
負
担

に
つ
い
て
関
心
が
高
い
層

に
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

る
と
、
多
く
集
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

75
歳
以
上
の
患
者
さ
ん

の
窓
口
負
担
を
原
則
１
割

か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
た

場
合
、
現
在
、
精
神
科
は

　

政
府
の
医
療
・
介
護
の
負
担
増
計
画
阻
止
へ
、
協
会
が
５
万
筆
、
会

員
参
加
率
15
％
を
目
標
に
集
め
て
い
る
「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
負
担

増
」
署
名
は
３
月
30
日
現
在
１
万
83
筆
が
集
ま
っ
て
い
る
。
署
名
へ
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
の
第
５
回
目
は
、
西
脇
市
・
き
は

ら
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
木
原
章
雄
先
生
に
お
話
を
伺
っ
た
。

６面に案内６面に案内
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◇
出
席　

19
人

◇
情
勢　

①
看
護
師
が
医
療
行
為

の
一
部
を
医
師
に
代
わ
る
「
特
定

行
為
」
が
始
ま
っ
て
５
年
。
厚
生

労
働
省
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
10

万
人
以
上
を
養
成
し
た
い
と
し
て

い
る
が
、
今
年
３
月
末
で
目
標
の

約
２
％
、
２
４
０
０
人
程
度
に
と

ど
ま
る
見
込
み
。

◇
医
療
運
動
対
策　

「
生
活
保
護

基
準
引
き
下
げ
処
分
取
り
消
し
訴

訟
」
の
公
正
な
判
決
を
求
め
る
団

体
署
名
に
協
力
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

①
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
を
め
ぐ
る
社
会
情
勢

に
鑑
み
新
点
数
研
究
会
を
中
止

し
、
研
究
会
に
か
わ
る
動
画
配
信

を
行
う
こ
と
、
②
診
療
報
酬
改
定

の
延
期
・
金
パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」
即

時
解
消
の
緊
急
要
請
書
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
要
望
書
を
首
相
と
厚
労
相
宛
に

送
付
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
歯
科
部
会　

金
パ
ラ
「
逆
ザ

ヤ
」
の
即
時
解
消
を
求
め
る
要
請

署
名
へ
の
協
力
が
３
８
４
人
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
会
員
に
協
力
を

訴
え
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
政
策
部　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
し
て
①
２
／
22
付

で
「
医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
求

め
る
と
と
も
に
過
度
な
人
権
制
限

に
反
対
す
る
声
明
」
を
、
３
／
７

付
で
「
検
査
体
制
と
相
談
体
制
の

強
化
を
求
め
る
声
明
」
を
出
し
た

こ
と
、
②
清
水
忠
史
衆
議
院
議
員

（
共
産
）
に
協
力
し
て
「
公
立
・

公
的
医
療
機
関
等
の
診
療
実
績
デ

ー
タ
の
分
析
結
果
」
を
資
料
提
供

し
、
同
議
員
が
２
／
25
の
予
算
委

員
会
第
二
分
科
会
で
質
問
し
た
こ

と
、
等
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
３
月
14
日
理
事
会
よ
り
）

　

協
会
は
保
団
連
の
提
起
を
受
け

て
、
２
月
22
日
の
第
１
１
０
７
回

　

協
会
も
加
入
す
る
「
憲
法
が
輝

く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
（
憲
法

県
政
の
会
）」
は
２
月
27
日
、
神

戸
市
内
で
第
16
回
総
会
を
開
催
。

武
村
義
人
協
会
副
理
事
長
が

代
表
幹
事
に
再
任
さ
れ
る
と

と
も
に
、
１
年
間
の
活
動
の

振
り
返
り
や
来
年
夏
の
県
知

事
選
挙
に
向
け
た
活
動
方
針

が
採
択
さ
れ
た
。

　

代
表
幹
事
の
石
川
康
宏
神

戸
女
学
院
大
学
教
授
は
、

「
来
年
夏
の
県
知
事
選
ま
で

あ
と
１
年
５
カ
月
だ
。
こ
の

１
年
が
勝
負
の
年
と
な
る
。

立
憲
野
党
の
共
闘
を
県
政
に

も
広
げ
る
と
と
も
に
、
候
補

者
選
定
を
進
め
て
い
こ
う
」

と
訴
え
た
。

　

同
会
の
東
郷
泰
三
事
務
局
長
は

次
期
県
知
事
選
に
向
け
た
活
動
方

針
な
ど
を
提
案
し
、
憲
法
県
政
の

会
が
掲
げ
る
、
憲
法
と
地
方
自
治

を
暮
ら
し
に
い
か
す
兵
庫
県
政
を

実
現
す
る
た
め
に
、「
県
政
要
求

を
語
り
合
う
オ
ー
プ
ン
な
意
見
交

換
会
」「
立
憲
野
党
ま
た
は
議
員

と
の
懇
談
会
」
な
ど
を
開
催
し
、

県
政
の
転
換
を
願
う
市
民
と
の
共

同
を
広
げ
、
政
策
を
つ
く
り
上
げ

て
い
こ
う
と
提
案
し
た
。

　

閉
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
武
村

先
生
は
「
私
た
ち
の
考
え
を
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
よ
り
一

層
広
め
、
共
感
し
て
く
れ
る
人
を

増
や
し
、
憲
法
の
理
念
が
輝
く
県

政
を
実
現
さ
せ
て
い
こ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

　

総
会
に
は
立
憲
民
主
党
の
桜
井

周
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
緑
の

党
の
兵
庫
県
代
表
、
中
川
智
子
宝

塚
市
長
ら
６
市
長
よ
り
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

理
事
会
に
て
「
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

改
憲
発
議
に
反
対
す
る
全
国
緊
急

署
名
」
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
２
０
１
９
年
の
参

議
院
選
挙
で
、
改
憲
に
賛
成
す
る

勢
力
が
参
議
院
の
３
分
の
２
を
割

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
意
が

「
改
憲
に
つ
い
て
議
論
す
べ
き
」

と
意
思
表
示
し
た
と
発
言
。
憲
法

審
査
会
の
議
論
を
推
し
進
め
る
意

向
を
表
明
し
、
２
０
２
０
年
中
の

国
会
で
の
改
憲
発
議
の
危

険
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

安
倍
政
権
は
こ
れ
ま
で

の
長
き
に
わ
た
る
自
民
党

の
憲
法
解
釈
を
１
内
閣
の

み
で
変
更
し
、
２
０
１
４

年
に
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
容
認
、
２
０
１
５
年
に

は
安
保
関
連
法
の
成
立
を

強
行
し
、
自
衛
隊
が
外
国

で
武
力
行
使
で
き
る
体
制

を
作
り
ま
し
た
。
し
か

も
、
２
０
１
６
年
か
ら
の

自
衛
隊
日
報
問
題
で
は
南
ス
ー
ダ

ン
や
イ
ラ
ク
へ
派
遣
さ
れ
た
自
衛

隊
の
日
報
に
つ
い
て
、
国
会
で
の

追
及
に
対
し
て
そ
の
存
在
を
隠
蔽

す
る
な
ど
、
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
欠
い
た
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
安
倍
政
権
の
下
で

９
条
が
変
え
ら
れ
る
と
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
自
衛
隊
が
、
世
界
各
地

で
の
戦
争
や
紛
争
へ
歯
止
め
な

く
、
介
入
・
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
、
自
衛
隊
に
よ
る
海
外
で
他
国

の
軍
と
共
同
で
武
力
を
行
使
す
る

危
険
が
高
ま
り
、
国
民
に
も
必
要

な
情
報
が
示
さ
れ
な
く
な
る
、
非

常
に
危
険
な
も
の
で
す
。

　

事
態
は
緊
急
で
す
。
今
号
に
署

名
用
紙
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

署
名
用
紙
の
追
加
注
文
は
、
☎

078
―
393
―
１
８
０
７
協
会
事
務
局

ま
で

ご返信は、FAX078－393－1820まで

新型コロナウイルスの感染拡大に伴う新型コロナウイルスの感染拡大に伴う
緊急アンケート調査にご協力を緊急アンケート調査にご協力を

協会が取り組む改憲反対緊急署名

憲法県政の会第16回総会で武村先生が閉会あいさつ

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
改
憲
発
議
に
反
対
す
る
全
国
緊
急
署
名

憲
法
県
政
の
会
第
16
回
総
会

反
核
・
平
和
運
動
部

安
倍
首
相
に
よ
る
改
憲
反
対
へ

署
名
に
ご
協
力
を

来
年
の
県
知
事
選
へ

共
同
広
げ
い
の
ち
守
る
県
政
を

拝啓　貴職におかれましては、新型コロナウイルス感染症対策にご尽力を賜
り、厚く御礼申し上げます。
　さて、兵庫県下では３月26日現在、119人の新型コロナウイルス感染者が確
認されております。また、そのうち少なくない感染者が医療機関の入院患者や
職員、医療法人の運営する介護施設入居者、職員などです。
　この影響で県内の４病院が外来を休止するなど、県下の医療提供体制の一部
が縮小しています。感染患者を診察したことを理由に休診をしている無床診療
所もあります。
　また、入院患者が感染した病院では、その病院の通院患者や職員らが他医療
機関で診察や薬局で処方を拒否される事例が報告されています。タクシーの乗
車拒否や家族が勤務先から出勤停止を命じられたりする例もあります。感染患
者を診察した無床診療所でも、院長への無言電話やインターネット上での誹謗
中傷などが起こっています。
　この状況を放置すれば、予防的な外来患者受け入れ停止など医療提供の萎縮
が起こり、今後更なる感染拡大が起こった場合、十分な医療提供体制を確保で
きない可能性があります。また、診療制限が必要であっても経済的補償がない
現状では、多くの医療機関の経営が危機に晒されることになりかねません。さ
らに、感染者の周辺の感染していない医療従事者や患者、その家族などを含む
多くの市民が日常生活上の困難を強いられることになります。
　この背景には、歯科も含めた医療機関の職員、患者等が新型コロナウイルス
に感染した際の対応のあり方が明確に示されていないという課題があります。
　つきましては、下記の項目についてご教示いただきたく要望いたします。
 敬具

記
①　「濃厚接触」の定義をより明確にしてください。
② 　病院において、規模や体制ごと、職種ごとに患者に新型コロナウイルス感
染者が発生した場合の対応指針を示してください。

③ 　病院において、規模や体制ごと、職種ごとに職員に新型コロナウイルス感
染者が発生した場合の対応指針を示してください。

④ 　歯科を含む診療所において、患者に新型コロナウイルス感染者が発生した
場合の対応指針を示してください。

⑤ 　歯科を含む診療所において、職員に新型コロナウイルス感染者が発生した
場合の対応指針を示してください。

 以上

 2020年３月28日
厚生労働大臣　加藤勝信　様
兵庫県知事　　井戸敏三　様
新型コロナウイルス感染症対策専門家会議座長　　脇田隆字　様
兵庫県新型コロナウイルス感染症対策協議会座長　荒川創一　様

新型コロナウイルス感染症に対する医療機関の対応方針の確立を求めます
 兵庫県保険医協会
 第1109回理事会

　兵庫県下の医療機関などで新型コロナウイルスの感染が拡大している事態を
受け、協会は３月28日に下記要望書を採択し、関係機関に送付した。以下に全
文を掲載する。

　協会は、今般の新型コ
ロナウイルス感染拡大を
鑑み、より多くの一般医
療機関で、診療やトリア
ージが必要になると考
え、県下医療機関の実情
をより具体的に把握し、
厚生行政に反映させるべ
く、緊急アンケートを実
施いたしました。３月27
日に会員医療機関へFAX
を送付しておりますの
で、ご記入の上、ご返信
ください。

クイズで考える日本の医療2019スペシャル

お問い合わせは、☎078－393－1807まで

「日本の年金って、おかしくないですか？」
　「クイズで考える日本の医療2019スペシャル（景品
付きクイズチラシ）」の実施期間は３月末までです。
４月下旬に当選者の抽選を行いますので、４月10日ま
でに協会までご返送ください。

FAXでお送りした緊急アンケート調査
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東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

に
よ
る
県
内
へ
の
避
難
者
に
寄
り

添
い
、
そ
の
健
康
管
理
に
寄
与
し

よ
う
と
、
避
難
者
を
対
象
と
し
た

健
康
診
断
が
、
３
月
１
日
に
東
神

戸
病
院
で
開
催
さ
れ
（
兵
庫
県
民

主
医
療
機
関
連
合
会
の
主
催
）、

福
島
県
な
ど
か
ら
避
難
し
て
き
た

17
人
が
受
診
し
た
。
協
会
の
森
岡

芳
雄
副
理
事
長
が
小
児
科
の
診
療

を
行
い
、
瀧
本
和
雄
先
生
が
内
科

の
診
療
を
行
っ
た
。
森
岡
芳
雄
先

生
の
参
加
記
を
紹
介
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
世
界
中
で
拡
大
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ

も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
宣
言
し
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
と

な
り
ま
し
た
。
感
染
を
む
や
み

に
恐
れ
る
の
で
は
な
く
、
私
た

ち
が
ま
ず
注
意
す
べ
き
な
の

は
、新

コ
ロ
ナ

　
　

デ
マ
に
踊
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　

冷
静
に

　

デ
マ
に
踊
ら
さ
れ
て
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
店
頭
か
ら

消
え
ま
し
た
。
今
こ
そ
国
民
一

丸
と
な
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
冷
静
に
対
抗
・
対
処
し

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
国
民
同

士
が
差
別
や
誹
謗
を
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
感
染
対

策
も
重
要
で
す
。

起
き
て
す
ぐ

　
　

歯
磨
き
大
事

　
　
　
　
　
　

新
コ
ロ
ナ

　

こ
れ
は
、
先
日
も
保
険
医
新

聞
に
掲
載
し
た
も
の
で
す
が
、

口
の
中
に
い
る
歯
周
病
菌
な
ど

の
細
菌
が
タ
ン
パ
ク
質
分
解
酵

素
を
出
し
ま
す
。
ち
な
み
に
、

唾
液
に
は
タ
ン
パ
ク
質
分
解
酵

素
は
あ
り
ま
せ
ん
。
細
菌
が
出

す
こ
の
酵
素
に
よ
り
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
ウ

イ
ル
ス
が
、
の
ど
の
あ
た
り
で

自
分
の
細
胞
に
刺
さ
り
感
染
し

ま
す
。
く
わ
し
く
は
『
朝
、
起

き
て
す
ぐ
の
歯
磨
き
が
、
あ
な

た
を
守
る
』
川
合
満
著
を
お
読

み
く
だ
さ
い
。
市
中
感
染
が
広

が
り
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、
朝
起

き
て
す
ぐ
の
歯
磨
き
が
、
ウ
イ

ル
ス
か
ら
、
国
民
だ
け
で
な
く

世
界
中
の
人
々
を
守
る
の
で

す
。私

か
て

　
　

検
査
受
け
た
い

　
　
　
　
　
　

新
コ
ロ
ナ

　

韓
国
は
文
在
寅
大
統
領
の
一

声
で
、
国
民
だ
れ
も
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
は
保
険
導
入

こ
そ
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
民
だ

れ
で
も
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
本
当
に
国
民
の
命
を
守

る
信
念
が
安
倍
首
相
に
お
あ
り

な
ら
、
文
大
統
領
と
同
じ
こ
と

を
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

感
染
リ
ス
ク
を
で
き
る
限
り

抑
え
る
に
は
、

顔
だ
け
は

　

触
っ
ち
ゃ
ダ
メ
ダ
メ

　
　
　
　
　
　

新
コ
ロ
ナ

人
ご
み
で

　
　

マ
ス
ク
す
る
な
ら

　
　
　
　
　

メ
ガ
ネ
も
ね

　

ウ
イ
ル
ス
は
粘
膜
に
つ
く
こ

と
で
、
感
染
す
る
の
で
す
か

ら
、
鼻
と
口
に
限
ら
ず
、
目
の

粘
膜
も
保
護
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
花
粉
症
用
の
ゴ
ー
グ
ル

を
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

最
後
に
、
絶
対
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
が
、

咳
が
出
る

　
　

ひ
じ
の
内
側

　
　
　
　
　

エ
チ
ケ
ッ
ト

　

言
わ
ず
も
が
な
で
す
が
、
飛

ま
つ
感
染
を
防
ぐ
に
は
、
手
の

ひ
ら
で
は
な
く
、
ひ
じ
の
内
側

で
口
を
覆
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
手
の
ひ
ら
に
ウ
イ
ル
ス
が

付
着
す
る
と
、
物
に
触
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
接
触
感
染
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
が
重
要
で
す
。

新
コ
ロ
ナ

　

行
っ
て
は
ダ
メ
ダ
メ

　
　
　
　
　

老
人
ホ
ー
ム

　

す
で
に
感
染
し
て
い
る
可
能

性
を
否
定
で
き
な
い
わ
け
で
す

か
ら
、
弱
者
に
感
染
さ
せ
な
い

こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。
施

設
で
も
し
感
染
さ
せ
て
し
ま
う

と
、
そ
こ
が
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

プ
リ
ン
セ
ス
号
」
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

兵
庫
民
医
連
主
催
の
第
13
回
避

難
者
健
診
に
参
加
し
ま
し
た
。
事

前
の
予
約
で
は
震
災
か
ら
９
年
を

経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
40
名
近
い
申
し
込
み
が
あ

り
、
新
規
申
し
込
み
の
方
も
お
ら

れ
た
り
し
て
、『
今
な
お
続
く
震

災
』
を
実
感
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次

ぎ
、
当
日
は
内
科
11
名
、
小
児
科

６
名
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
と
遊
ば
ず
に
診

察
に
終
始
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
こ

そ
こ
子
ど
も
た
ち
と
日
常
会
話
を

交
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
幸

い
に
し
て
、
健
診
参
加
者
全
員
に

震
災
に
よ
る
大
き
な
健
康
被
害
は

見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

診
察
の
場
で
は
、
い
ま
だ
に
居

住
地
を
変
更
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ

る
一
方
で
、
多
く
の
方
々
が
郷
里

と
は
離
れ
た
と
こ
ろ
に
生
活
拠
点

を
定
め
ら
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
、

子
ど
も
た
ち
は
成
長
し
、
思
春
期

を
迎
え
た
り
、
成
人
に
近
づ
い
て

い
た
り
す
る
こ
と
を
捉
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
が
高
い
と
思
わ
れ
る
お
母
さ

ん
方
が
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

　

関
西
電
力
兵
庫
支
社
前
で
市
民

が
原
発
の
な
い
社
会
の
実
現
を
訴

え
て
い
る
行
動
が
、
２
月
28
日

で
、
４
０
０
回
目
を
迎
え
た
。
こ

民
ら
１
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
関
西
電
力
兵
庫
支
社

前
で
「
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処

分
の
見
通
し
が
立
た
な
い
原
発
の

再
稼
働
を
止
め
よ
う
」
な
ど
と
訴

え
た
後
、「
原
発
な
く
そ
う
」「
全

て
の
原
発
今
す
ぐ
廃
炉
」
な
ど
リ

ズ
ム
に
乗
せ
て
ア
ピ
ー
ル
し
な
が

ら
、
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
を
パ
レ
ー

ド
し
た
。

　

協
会
環
境
・
公
害
対
策
部
は

「
原
発
ゼ
ロ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
を
求
め
る
市
民
の
運

動
は
、
広
島
高
裁
で
の
『
伊
方
原

発
３
号
機
の
運
転
を
差
し
止
め

る
』
仮
処
分
決
定
や
、
４
野
党
が

共
同
で
国
会
に
提
出
し
た
『
原
発

ゼ
ロ
基
本
法
案
』
に
結
実
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
確
信
を
も
っ
て
、

原
発
ゼ
ロ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
推
進
を
め
ざ
そ
う
」
と
す
る

森
岡
芳
雄
部
長
の
連
帯
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
寄
せ
た
。

が
低
く
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
や
は
り
い
ろ
ん
な
面
で
ま

だ
ま
だ
本
来
の
ゆ
と
り
あ
る
生
活

を
取
り
戻
さ
れ
て
は
い
な
い
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
（
経
済
的
な
思
い

か
ら
、
歯
科
矯
正
の
話
は
自
重
し

て
し
ま
い
ま
し
た
）。

　

今
後
の
健
診
の
課
題
と
し
て
、

①
今
回
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
や
い
じ
め
や
不

登
校
や
不
定
愁
訴
と
い
っ
た
こ
と

へ
の
視
点
は
今
後
も
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、
②

健
診
に
お
い
て
も
移
行
期
医
療
を

考
慮
に
入
れ
、
母
子
手
帳
、
学
校

で
の
身
体
測
定
記
録
な
ど
を
活
用

し
て
身
体
発
育
（
身
長
・
体
重
）

経
過
情
報
を
継
続
的
に
入
手
し
た

り
、
学
校
検
診
で
の
指
摘
課
題
の

有
無
を
確
認
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
把
握

し
て
い
く
よ
う
な
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
こ
と
、
③
歯
科
や
眼
科
の

先
生
方
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
、
多
方
面
か
ら
健
康
を
診

て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。

参 加 記

員員 稿稿
会 投

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

拡
大
に
思
う

 

お
さ
む

関
西
電
力
兵
庫
支
社
前
行
動
が
４
０
０
回

原
発
ゼ
ロ
求
め

三
宮
セ
ン
タ
ー
街
を
パ
レ
ー
ド

森
岡
先
生
が
原
発
事
故
か
ら
避
難
し
た
子
ど
も
を
診
察

150人の参加者が三宮センター街で脱原発をアピール

新型コロナウイルス感染症の拡大を受けた新型コロナウイルス感染症の拡大を受けた
協会企画の開催について協会企画の開催について

　新型コロナウイルス感染症の拡大を受けまして、協会は、協会企画の開
催の是非について、参加人数等個々の企画の事情を踏まえ、個別に検討を
行っております。中止の場合は、参加申込をいただきました各会員医療機
関様へ、中止のご案内をFAX等でお知らせするとともに、協会ホームペー
ジ行事案内でもお知らせいたします。

中止中止・・延期が決定した研究会延期が決定した研究会
・ 神戸支部研究会「“チコちゃんに叱られる！”事がないよう
にするこどもの診療」（４月18日）
・ 加古川・高砂支部研究会「個別指導の現状と対策（医科）」
（４月18日）
・ 第563回診療内容向上研究会「しびれ～アプローチの基本」
（４月18日）
・ 北阪神支部職員接遇研修会「接遇力アップとクレーム対応」
（４月18日）
・ ４月歯科定例研究会（４月19日） 
「全身疾患と歯科治療～健診データ・お薬手帳を活用する～」
・薬科部2020年度調剤報酬改定研究会（４月25日）
・ 神戸支部職員接遇研修会「医療現場の接遇～心と笑顔をのせ
て～」（４月25日）

避
難
者
に
寄
り
添
い

健
康
不
安
・
悩
み
受
け
止
め

兵
庫
民
医
連
第
13
回
避
難
者
健
診

ず
、
歯
牙
の

叢
生
や
側
弯

傾
向
、
軽
症

の
気
管
支
喘

息
や
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎

や
ア
レ
ル
ギ

ー
性
鼻
炎
な

ど
の
慢
性
疾

患
へ
の
関
心

の
行
動
は
２
０
１

２
年
７
月
６
日
か

ら
毎
週
金
曜
日
に

欠
か
さ
ず
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、

ほ
ぼ
毎
回
、
住
友

直
幹
評
議
員
が
参

加
し
て
い
る
。

　

２
月
28
日
に

は
、
記
念
企
画

「
第
４
０
０
夜
」

が
、
協
会
も
参
加

す
る
「
原
発
を
な

く
し
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
推
進
す
る

兵
庫
の
会
」
な
ど

の
複
数
団
体
の
主

催
で
行
わ
れ
、
市

副
理
事
長　
　

森
岡　

芳
雄
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割
れ
た
鈍
色
の
空
か
ら
春
光
が

漏
れ
、
春
時
雨
に
洗
わ
れ
た
紅
梅

や
苔
に
輝
き
を
与
え
、
零
れ
落
ち

そ
う
な
花
馬
酔
木
の
香
り
が
仄
か

に
漂
っ
て
い
る
。
佐
保
姫
（
春
の

季
語
で
「
春
の
女
神
」　

雲
雀
社

主
宰
の
純
胡
先
生
か
ら
レ
ク
チ
ャ

ー
が
あ
り
ま
し
た
）
が
舞
い
降
り

た
雅
俗
山
荘
―
あ
の
阪
急
電
車
の

創
業
者
小
林
一
三
の
旧
邸
宅
で
、

今
回
の
吟
行
会
が
行
わ
れ
ま
し

　

北
阪
神
支
部
は
２
月
23
日
に
文
化
企
画
「
吟
行
会
〜
小
林
一
三
の

愛
し
た
茶
室
で
右
脳
俳
句
〜
」
を
開
催
し
、
会
員
・
家
族
ら
13
人
が

参
加
し
た
。
岡
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
宝
塚
市
）
院
長
の
岡
本
純
子
先
生

（
俳
号
：
品
川
純
胡
）
を
中
心
に
、
小
林
一
三
記
念
館
（
大
阪
府
池

田
市
）
を
散
策
し
な
が
ら
俳
句
を
詠
ん
だ
後
、
敷
地
内
の
邸
宅
レ
ス

ト
ラ
ン
「
雅
俗
山
荘
」
に
移
動
し
食
事
を
楽
し
み
、
茶
室
「
人
我

亭
」
で
句
会
を
開
催
し
そ
れ
ぞ
れ
俳
句
を
披
露
し
た
。
堀
池
周
司
先

生
と
桝
谷
多
紀
子
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

た
。

　

中
井
通
治
北
阪
神
支
部
長
や
医

療
関
係
者
で
構
成
す
る
「
た
か
ん

な
句
会
」
の
メ
ン
バ
ー
、
そ
の
奥

さ
ま
、
元
塚
乙
女
の
歯
科
医
師
、

臨
床
心
理
士
と
多
彩
な
メ
ン
バ
ー

が
13
名
集
ま
っ
て
侘
寂
の
庭
で
作

句
に
励
み
ま
し
た
。
正
午
か
ら
は

シ
ャ
ン
パ
ン
で
乾
杯
後
、
林
檎
の

カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
、
真
鱈
ヴ
ァ
プ
ー

ル
、
鴨
胸
肉
の
エ
ピ
ス
の
香
り
、

モ
ン
ブ
ラ
ン
と
フ
ル
コ
ー
ス
ラ
ン

チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に

一
三
翁
が
使
っ
て
い
た
ダ
イ
ニ
ン

グ
で
、
１
８
６
７
年
製
の
グ
ラ
ス

を
愛
で
な
が
ら
、
各
テ
ー
ブ
ル
で

楽
し
い
会
話
が
続
き
ま
す
。

　

お
腹
も
満
た
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

三
棟
あ
る
茶
室
の
一
つ
「
人
我

亭
」
で
句
会
が
始
ま
り
ま
す
。
勉

強
に
な
る
句
、
人
気
の
句
、
意
外

な
句
、
笑
え
る
句
あ
り
と
楽
し
い

時
間
は
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
ま

　

「
Ｄ
Ｎ
Ａ
Ｒ
っ
て
何
？
」
と
い

う
珍
し
い
タ
イ
ト
ル
に
惹
か
れ
、

参
加
し
ま
し
た
。
過
半
数
が
消
防

職
員
と
い
う
会
場
に
大
変
驚
き
ま

肺
蘇
生
法
）
に
い
か
に
対

応
し
、
そ
れ
が
法
的
に
守

ら
れ
る
か
と
い
う
お
話
で

し
た
。

　

意
に
沿
わ
な
い
心
肺
蘇

生
事
案
が
発
生
す
る
度

に
、
事
前
準
備
の
重
要
性

を
痛
感
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
Ｍ
Ｃ
（
メ
デ
ィ

カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
協

議
会
と
い
う
組
織
が
あ

り
、
地
域
の
病
院
前
医
療

体
制
拡
充
の
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
作

成
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
あ
わ

て
て
救
急
要
請
し
て
し
ま

し
た
。
見
落
と
し
て
い
た
副
題
に

「
病
院
前
診
療
に
お
け
る
〜
」
と

あ
り
、
ま
さ
し
く
救
急
隊
員
が
現

場
の
希
望
さ
れ
な
い
Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
心

っ
た
場
合
で
も
、
医
師
の
指
示
書

と
患
者
・
家
族
の
意
思
表
明
書
を

も
と
に
、
医
師
か
ら
の
直
接
口
頭

指
示
確
認
の
上
で
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
中
止

で
き
る
、
と
い
う
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
医
師
の
役
割
の
大

き
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
医

学
的
意
味
合
い
で
用
い
る
「
終
末

期
」
に
対
し
「
人
生
の
最
終
段

階
」
と
い
う
表
現
は
個
の
尊
厳
を

含
有
し
、
哲
学
的
で
す
。
長
寿
の

一
方
で
、
自
身
の
死
と
向
き
合
お

う
と
す
る
世
の
流
れ
を
最
近
感
じ

ま
す
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）
も

そ
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
か
ら
在
宅

医
療
が
増
加
し
て
い
く
中
に
あ

り
、
わ
れ
わ
れ
医
療
者
は
患
者
や

家
族
の
思
い
を
個
々
の
感
受
性
で

く
み
取
り
、
一
緒
に
な
っ
て
道
標

の
向
き
を
あ
ち
こ
ち
動
か
す
こ
と

　

姫
路
・
西
播
支
部
は
２
月
22
日

に
姫
路
市
内
で
経
営
研
究
会
「
や

る
気
を
引
き
出
す
雇
用
管
理
―
採

用
か
ら
退
職
ま
で
―
」
を
開
催
。

社
会
保
険
労
務
士
の
桂
好
志
郎
先

生
が
講
師
を
務
め
、
８
人
が
参
加

し
た
。
た
け
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
事
務
長
の
川
田
久
美
氏
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

に
な
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
そ
の

先
に
あ
る
到
着
地
点
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
不
要
な
１
１
９
番
を
な
く

す
こ
と
が
で
き
る
か
？　

「
人
生

の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
」
を

担
う
私
た
ち
が
今
ま
さ
に
試
さ
れ

て
い
ま
す
。

 

【
準
会
員　

寺
西　

明
子
】

中
で
も
「
雇
用
管
理
」
は
、
そ
の

時
々
の
法
改
正
も
踏
ま
え
て
、
ポ

イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
お
話
を
お
伺

い
で
き
る
た
め
、
採
用
か
ら
退
職

ま
で
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き

か
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
研
修

は
、
日
頃
か
ら
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
月
刊
保
団
連
の
『
医

院
経
営
と
雇
用
管
理
』
を
テ
キ
ス

ト
と
し
て
、
そ
の
監
修
を
さ
れ
た

桂
好
志
郎
先
生

の
お
話
を
拝
聴

で
き
る
と
の
こ

と
で
、
貴
重
な

チ
ャ
ン
ス
で
し

た
。

　

労
働
契
約

法
、
労
働
時
間

の
管
理
、
年
次

有
給
休
暇
等

々
、
文
面
で
は

難
し
く
感
じ
る

内
容
も
、
先
生

の
語
り
口
が
加

わ
る
と
ス
ッ
と

頭
の
中
に
入
っ

て
き
ま
す
。
先

生
が
講
演
の
中
で
、「
テ
キ
ス
ト

を
最
初
か
ら
読
ん
で
い
る
と
眠
く

な
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
が
、
確
か
に
隅
々
ま
で
目
を
通

す
の
は
大
変
で
す
。
で
も
、「
ま

ず
は
《
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
》

か
ら
読
ん
で
…
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
こ

か
ら
気
に
な
る
と
こ
ろ
へ
と
読
み

進
め
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
多
く
の
質
問

が
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ま
か
ら
の
具
体
的
な
質
問

に
、
ど
ん
な
状
況
が
あ
る
の
か
、

視
点
を
変
え
れ
ば
こ
ん
な
風
に
考

え
ら
れ
る
、
改
善
で
き
る
と
思
え

る
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
た
つ
の
市
・
た
け
だ
フ
ァ
ミ
リ

ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
務
長

 

川
田　

久
美
】

　

「
働
き
方
改
革
」
と
い
う
言
葉

が
世
間
に
広
く
定
着
し
て
い
く

中
、
労
働
者
の
働
く
環
境
を
整
え

る
た
め
に
、
雇
用
す
る
側
と
し
て

法
制
度
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
適
切
か
つ
速
や
か
に
対
応
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

医
院
経
営
研
究
会
の
テ
ー
マ
の

す
。
最
後
に
純
胡
先
生
の
選
評
が

あ
り
以
下
の
句
が
天
地
人
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

天　

紅
梅
の　

紅
を
宿
せ
し

　
　
　
　
　
　
　

古
木
か
な

 

尚
子
さ
ん

地　

侘
寂
の　

庭
の
一
隅

　
　
　
　
　
　
　

花
馬
酔
木

 

茂
生
さ
ん

人　

春
光
や　

水
面
く
ぼ
ま
せ　

 

　
　
　
　
　
　
　

染
み
渡
る

　

私
は
こ
の
度
、「
小
林
一
三
の

愛
し
た
茶
室
で
〝
右
脳
俳
句
〞」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
心
惹
か
れ
、

初
め
て
「
吟
行
会
」
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
俳
句
を
詠

む
と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
私
は
宝
塚
歌
劇
団
の
卒

業
生
で
す
の
で
、
小
林
一
三
先
生

の
想
い
出
に
浸
り
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
勇
気
を
出
し
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
日
は
阪
急
池
田
駅
に
集
合

し
、
ゆ
る
や
か
な
坂
道
を
、
懐
か

し
い
池
田
文
庫
や
逸
翁
美
術
館
の

前
を
通
り
、
穏
や
か
な
日
射
し
の

中
を
小
林
一
三
記
念
館
ま
で
ゆ
っ

く
り
歩
き
ま
し
た
。
記
念
館
に
着

く
と
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
広
々

と
し
た
お
庭
の
中
を
、
自
由
に
散

策
し
て
俳
句
を
詠
む
ひ
と
と
き
。

　

私
は
一
三
先
生
の
旧
邸
「
雅
俗

山
荘
」
の
二
階
の
お
部
屋
を
拝
見

い
た
し
ま
し
た
。
小
さ
な
お
風
呂

に
、
小
さ
な
お
台
所
。
こ
の
よ
う

な
質
素
で
慎
ま
し
い
生
活
を
さ
れ

て
お
ら
れ
た
の
だ
と
思
う
と
、
感

動
し
て
思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し

た
。
窓
の
障
子
を
開
け
る
と
、
白

梅
が
こ
ち
ら
を
見
上
げ
て
微
笑
ん

で
い
ま
し
た
。
決
し
て
き
ら
び
や

か
な
生
活
を
さ
れ
ず
、
文
化
を
愛

し
、
一
方
で
は
、
い
つ
の
時
代
で

も
大
衆
か
ら
愛
さ
れ
る
数
々
の
事

業
を
起
こ
さ
れ
た
一
三
先
生
の
生

涯
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
正
午
に
は
一
階
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
い

た
だ
き
、
岡
本
純
子
先
生
の
お
隣

り
に
座
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
食
後
は
い
よ
い

よ
、
茶
室
で
俳
句
を
詠
む
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
前
も
っ
て
準
備
し

て
き
た
七
句
の
俳
句
を
、
名
前
を

書
か
ず
順
番
に
回
し
て
、
そ
の
中

か
ら
良
い
と
思
う
俳
句
を
選
ん
で

い
く
と
い
う
方
法
で
し
た
。
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
日
頃
の
あ

わ
た
だ
し
い
日
常
生
活
か
ら
離

れ
、
こ
の
よ
う
な
の
ど
か
な
時
間

の
流
れ
の
中
に
浸
っ
て
い
る
こ
と

を
、
大
変
幸
せ
に
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
神
戸
大
学
精
神
神
経
科
の

大
学
院
に
入
学
し
、
神
戸
大
学
の

先
生
方
の
御
指
導
の
下
で
、
池
田

文
庫
の
館
長
で
あ
り
宝
塚
歌
劇
団

の
理
事
、
演
出
家
で
「
日
本
の
民

俗
芸
能
」
の
研
究
を
さ
れ
て
い

た
、
今
は
亡
き
渡
辺
武
雄
先
生
に

温
か
く
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
た

だ
き
、
歌
劇
団
の
上
級
生
の
方
々

の
御
協
力
に
よ
り
学
位
を
取
得
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懐
か
し
い
想
い
出
が
い
っ
ぱ
い

詰
ま
っ
た
場
所
で
想
い
出
に
浸
り

な
が
ら
、
そ
の
日
は
一
日
、
涙
が

止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も

心
豊
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
宝
塚
市
・
歯
科　
桝
谷
多
紀
子
】

 

麟
炎
（
筆
者
）

　

素
敵
な
お
庭
と
素

晴
ら
し
い
料
理
、
何

よ
り
魅
力
的
な
方

々
。
郊
外
の
邸
宅
レ

ス
ト
ラ
ン
の
庭
に
あ

る
茶
室
で
の
句
会
と

い
う
、
と
て
も
贅
沢

な
時
間
を
過
ご
せ
ま

し
た
。
お
腹
も
心
も

満
足
し
た
一
日
で
し

た
。

【
川
西
市
・
歯
科

 

堀
池　

周
司
】

感想文①

感想文②

春
香
る
吟
行
会
で

贅
沢
な
ひ
と
と
き

小
林
一
三
先
生
の
生
涯
に

思
い
を
馳
せ
る

北
阪
神
支
部　

文
化
企
画
「
吟
行
会
」

北
阪
神
支
部　

文
化
企
画
「
吟
行
会
」

　

北
播
支
部
は
２
月
29
日
、
小
野

市
内
で
特
別
研
究
会
「
心
肺
蘇
生

を
行
わ
な
い
？　

Ｄ
Ｎ
Ａ
Ｒ
っ
て

何
？
」
を
開
催
。
県
立
加
古
川
医

療
セ
ン
タ
ー
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

長
の
当
麻
美
樹
先
生
が
講
師
を
務

め
、
43
人
が
参
加
し
た
。
寺
西
明

子
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

北播支部　特別研究会北播支部　特別研究会

「終末期」から
「人生の最終段階」へ

感
想
文

感 想 文 姫
路
・
西
播
支
部　

医
院
経
営
研
究
会

姫
路
・
西
播
支
部　

医
院
経
営
研
究
会

難
し
い
労
働
法
も

ス
ッ
と
頭
に

梅の花など春をテーマに作成した７句を披露

桂社労士が雇用管理について分かりやすく解説

「人生の最終段階における医療」で
医療者に求められることを学ぶ　　

新規開業、開業予定の先生方へ ６カ月指導対策は万全ですか？

新規開業医研究会新規開業医研究会
―最低限知っておくべき新規指導対策、保険請求、税務経営の基礎知識――最低限知っておくべき新規指導対策、保険請求、税務経営の基礎知識―

日　時　４月19日（日）10時～17時

会　場　協会５階会議室

テーマ　 午前　①新規個別指導対策　②保険診療と保険請求の要点 

午後　③新規開業に必要な税務の知識　④開業時の労務

参加費　5000円（昼食・資料代含む）

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1817 (医科)、078－393－1809 (歯科) まで



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２０年(令和２年)４月５日(毎月３回５・15・25日発行)（５） 第１９３８号

歯科歯科 2020年４月歯科診療報酬 改定のポイント①

基本診療料基本診療料

『歯初診』施設基準に職員研修を追加
　基本診療料について、前回2018年４月改定で、歯科外来診療の院内感染防止
対策の定期研修を常勤歯科医師に義務化し、施設基準が導入されましたが、初
診料の注１に係る施設基準（歯初診）を届け出た保険医療機関が95％に達した
にもかかわらず、今回の改定で歯科の初・再診料への施設基準、減算制度は残
り、点数の格差が拡大しました。
　歯科初診料は261点（＋10点）、未届出の場合は従来どおり240点。歯科再診
料は２点引き上げの53点（＋2点）、未届けの場合は44点のままとなりました
（表１参照）。
　10点引き上げの担保として、院内感染防止対策に係る職員研修を行っている
ことが追加されました。

〈常勤歯科医師の研修も、４年に１度再届出から、毎年７月報告へ〉
　常勤の歯科医師１名以上が定期的に外部研修を受講する要件については、
「４年ごとに届け出を行う」とされていましたが、取り扱いが変更され、「７
／１報告として年に１度報告する」ことになりました。４年以内の研修実績が
必要ですのでご注意ください。

 （次号に医科・歯科新点数Q&Aを掲載予定）

〈再届出は不要だが、７月に職員研修の実施報告を義務化〉
　職員研修の対象は、常勤・非常勤を問わず、診療室で診療補助、医療材料等
の準備、器具等の洗浄・滅菌等に従事する者が対象です（表２参照）。
　職員研修は、院内・院外を問いません。施設基準の届出を新たに行う必要は
ありません。講師は院内研修の場合、院長でかまいません。具体的な研修内容
は、「一般歯科診療時の院内感染対策に係る指針」（改定テキストのp199に掲
載）も参考にしてください。項目ごとに短時間ずつでも院内研修を行い、記録
を残してください（参考：改定テキストp184）。
　院外研修は、当協会で直近では、５月24日に医療安全管理対策研究会として
開催予定です。医療法で規定されている年２回の職員研修の内容で構いませ
ん。
　研修を実施した旨を、年に１回、７月報告として近畿厚生局兵庫事務所に提
出します（様式は郵送で厚生局から届きます）。院内研修の実施状況につい
て、研修内容についても、行った内容について報告用紙にチェックを入れます
（表３参照）。研修については、６月30日までは経過措置として、要件を満た
している取り扱いとなりますので、今年の７月報告をするまでに研修を行って
ください。

　協会は、近畿厚生局兵庫事務所に
対し請求していた指導等文書の開示
を受けた。そのうち2018年～2019年
にかけて実施された医科の個別指導
（新規個別指導を含む）における主
な指摘事項（入院外）を掲載する
（一部要約、３回に分けて掲載）。
　個別指導では、「レセプト請求さ
れている診療内容がカルテ記載され
ているか」という視点でレセプトと
カルテの突き合わせが行われ、傷病
名を付した根拠や医学管理等のカル
テ記載の有無など算定要件を満たし
て請求しているかなどがチェックさ
れる。日頃から、療養担当規則や診
療報酬点数表に基づいた診療内容や
カルテ記載となっているか、留意す
ることが大切である。
　厚生局から個別指導等の通知があ
った場合は、協会事務局☎078－393
－1840までご相談いただきたい。

診療に係る事項
〈診療録等〉
・ 診療録について、医師による日々
の診療内容の記載が不十分であ
る。診療録は、保険請求の根拠と
なるものなので、医師は診療の都
度、遅滞なく必要事項の記載を十
分に行うこと。
・ 診療録第１面について、記載すべ
き事項を記載していない（患者基
本情報等）。
・ 診療録第３面に患者から徴収する
一部負担金の徴収金額が適正に記
載されていない。
・ 保険診療の診療録と保険外診療
（予防接種）の診療録とを区別し
て管理していない。
〈傷病名〉
・ 検査、投薬等の査定を防ぐ目的で
付けられた医学的な診断根拠のな
い傷病名（いわゆるレセプト病
名）が認められた。レセプト病名
を付けて保険請求することは、不
適切なので改めること。
・ 症状や状態等、傷病名ではない事
項を傷病名欄に記載している。傷
病名以外で診療報酬明細書に記載
する必要のある事項については、
摘要欄に記載するか、別に症状詳
記（病状説明）を作成し診療報酬
明細書に添付すること。

・ 重複して付与している、または類
似の傷病名（例：変形性膝関節症
と膝関節痛）。
・ 長期にわたる急性疾患等の傷病名
（例：感冒）。
・ 部位の記載がない傷病名（例：鶏
眼）。
〈基本診療料〉
・ 家族のみが来院した場合につい
て、初診料を算定している。
・ 再診に附随する一連の行為で来院
したものについて同日再診料等を
算定している。
・ 外来管理加算について、患者から
の聴取事項や診察所見の要点につ
いて診療録への記載が不十分であ
る。
・ 夜間・早朝等加算について、診療
録等に受付時間を記録するなどに
より算定要件を満たしていること
を明確にすること。
・ 時間外加算について、状態として
診療応需の体制を取っている時間
に算定している。
〈医学管理等〉
・ 特定疾患療養管理料について、治
療計画に基づく、服薬、運動、栄
養等の療養上の管理内容の要点に
ついて診療録への記載が不十分で
ある。
・ 悪性腫瘍特異物質治療管理料につ
いて、腫瘍マーカー検査の結果お
よび治療計画の要点について診療
録への記載がない。
・ 診療情報提供料（Ⅰ）について、
実際に交付した文書の写しを診療
録に添付していない。
・ 特定薬剤治療管理料について、治
療計画の要点について診療録への
記載が不十分である。また、初回
月加算について、薬剤の安定した
血中至適濃度を得るための頻回の
測定を行っていない。
・ 皮膚科特定疾患指導管理料（Ⅱ）
について、指導内容の要点につい
て診療録への記載が不十分であ
る。
・ 喘息治療管理料１について、ピー
クフローメーターを用いた計画的
な治療管理を行っていない。
・ ニコチン依存症管理料について、
治療管理の要点について診療録へ
の記載が不十分である。

個別指導における主な指摘事項（医科）①

　協会研究部主催の診療内容向上研究会（診内研）、特別研究会、臨床医学
講座の講演DVD（下記）を作成しています。頒布価格はいずれも１枚1000円
（送料込）です。会員の先生方個人の視聴用のみにご利用ください。
　ご注文は、☎：078－393－1840　研究部まで
※以前のDVDにつきましても研究部（☎078－393－1840）までお問い合わ
せください。

〈会員限定〉参加できなかった研究会をDVDで

診療内容向上研究会診療内容向上研究会ほかほか講演録DVD講演録DVD

年 日程 種別 テーマ 講師

20
年

２月１日 第561回診内研 プライマリケアの現場で役立つ一発
診断

愛知医科大学病院　総合診療科
・プライマリケアセンター
中川紘明先生

１月25日 第560回診内研 知っているとカッコイイ“救急外来
での一発診断”

トヨタ記念病院救急科医長
西川佳友先生

19
年

12月７日 第559回診内研 外来での抗菌薬処方の仕方について
埼玉医科大学総合医療センター
総合診療内科・感染症科診療部
長　岡秀昭先生

11月９日 第558回診内研 知っておきたい抗認知症薬の真実
兵庫県立ひょうごこころの医療
センター精神科医長認知症疾患
医療センター長　小田陽彦先生

【改定前】 【改定後】

歯科初診料（注１届出） 251点
　　　　　（未届） 240点

→

歯科初診料（注１届出） 261点
　　　　　（未届） 240点

歯科再診料（注１届出）  51点
　　　　　（未届）  44点

歯科再診料（注１届出）  53点
　　　　　（未届）  44点

表１

【初診料の注１に規定する施設基準の院内感染防止対策に係る研修の取り扱い】

対象

歯科医師 スタッフ

常勤１名以上

診療室で診療補助、医療材料などの準
備、器具などの洗浄・滅菌などに従事
する者（常勤・非常勤を問わない）
※受付業務のみに従事する者は除く

受講条件 特定の機関が実施する外部研修のみ 外部・内部を問わない

主な研修
テーマ例 院内感染防止対策全般

標準予防策／環境整備／医療機器の洗
浄・消毒・滅菌／手指衛生／職業感染
防止／感染廃棄物の処理／その他

表２

表３　様式２の７ 歯科点数表の初診料の注１の施設基準に係る報告書の一部抜粋
 （７月報告）

３ 　常勤歯科医師の院内感染防止対策に関する研修の受講歴等（４年以内の
受講について記入すること）

受講者名
（常勤歯科医師名）

研修名
（テーマ） 受講年月日 当該研修会の

主催者

４ 　当該保険医療機関における院内研修の実施状況（該当する□に「 」を記入）
　□　受講すべき職員がいない（雇用している職員がいない場合を含む）
　□　職員に対する院内研修を実施した（実施内容等を下表に記入。複数選択可。）

方法 □院内研修を実施　　□院外研修を受講

内容
□標準予防策　　□環境整備　　　　□医療機器の洗浄・消毒・滅菌
□手指衛生　　　□職業感染防止　　□感染廃棄物の処理
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/
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大阪大学　産科学婦人科学　　上田　　豊先生講演

本邦における子宮頸がんの実情と
HPVワクチンを取り巻く環境
　大阪府がん登録データを用いた解
析で、子宮頸がんの年齢調整罹患率
は2000年以降、それまでの減少傾向
から増加に転じていることが明らか
になっている。特に近年の女性の晩
婚化・晩産化と相まって、平均第一
子出産年齢より若くして子宮頸がん
に罹患するケースが急増している
（図１）。
　本邦においては、HPVワクチンに
よる子宮頸がん予防に期待がかけら
れていた。2010年度に13歳～16歳を
対象とした公費助成が開始され、
2013年４月からは12歳～16歳を対象
として定期接種となった。しかし、
いわゆる副反応報道が繰り返し行わ
れ、同年６月には厚労省から積極的
勧奨の一時差し控えの声明が発出さ
れた。以降、６年を超えて継続され
ている。結果として1994～1999年度
生まれは約７割の接種率で、2000年
度生まれ以降はほとんど接種してい
ないという世代間格差が生じてい
る。

HPVワクチンの安全性と有効性
　HPVワクチンの安全性・有効性は
すでに海外では広く示されており、
WHOは日本の積極的勧奨一時差し
控えを痛烈に批判し、将来真の害を
生み出すことにつながり得るもので
あるとの懸念を表明している。本邦
においても、祖父江班で実施された
安全性に関する全国疫学調査につい
てはすでにその結果が公表され、
HPVワクチン接種歴のない者におい
ても「多様な症状」を有する者が一
定数存在することが示されている。
さらに、名古屋市の行った「子宮頸
がん予防接種調査」においては接種
者と非接種者での比較が行われ、ワ
クチン接種者と非接種者において24
症状の発現頻度（年齢調整後）に有
意な差は検出されないことが判明し

ている。
　また、有効性についても、榎本班
において行われているOCEAN 
STUDY（大阪産婦人科医会）の中
間解析では、20歳・21歳の検診にお
いて、高リスク型のHPV感染率は非
接種者では19.7％であったのに対し
て接種者で12.9％と、接種群で有意
に低く、特にHPV-16・18型に限れ
ば接種者には１例も感染を認めなか
った。各地の子宮頸がん検診のデー
タからもHPVワクチンの子宮頸部細
胞診異常、さらには前がん病変の予
防効果も示されている。

このまま積極的勧奨が
再開されなければ
　1994年度～1999年度生まれの女子
では、公費助成時代のHPVワクチン
の高い接種率によりHPV感染リスク
が著明に減少し、将来の子宮頸がん
罹患リスクが減少することが確実で
ある。しかし、2000年度以降生まれ
の女子ではワクチン接種はほぼ停止
状態であり、特に2000～2002年度生
まれの女子は今年度すでに17歳以上
となる。すなわち、ワクチン接種を
見送ったまま対象年齢を越えてしま
っているのである。
　今後、積極的勧奨が再開されても
定期接種としてのHPVワクチンの接
種ができず、将来のHPV感染・子宮

思決定に導くにはどうすればいいの
か。インタビュー調査にて、子宮頸
がんの身近さ・重篤さやワクチンの
重要性を医師からしっかり伝えてい
くことがその一つの解決策と考えら
れた（図３）。
　厚労省の調査では、対象年齢の娘
をもつ母親において、HPVワクチン
の情報をかかりつけ医から聞きたい
と考えている割合が多い。かかりつ
け医からの適切な情報提供は、HPV
ワクチンの再普及のみならず、様々
な健康意識の向上などにもつながっ
ていくものと考えられ、かかりつけ
医にかかる期待は大きい。
（2019年11月16日、特別研究会より）

る。

母親の意思決定メカニズムと
医師の果たすべき役割
　対象年齢の娘をもつ母親を対象に
したインターネット調査では、娘の
HPVワクチン接種に課す条件とし
て、実に51％の母親が「同世代の多
くの子の接種」を挙げた（図２）。
同調効果と評される意思決定メカニ
ズムである。行動経済学的には、娘
に接種できない母親においてはワク
チン接種は「今の健康を害するも
の」という損失局面で捉えていると
考えられる。これを、「将来の健康
を守るもの」という利得局面での意

「HPVワクチン―わかっていることを踏まえてどうすべきか―」講演②

HPVワクチンの積極的勧奨一時差し控え継続
が生む子宮頸がん罹患リスクの世代間格差

図１　子宮頸がん～罹患年齢分布の推移～ 図２　娘のワクチン接種に課す条件

図３　ワクチンの認識を損失局面から利得局面へ
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医師からの説明

頸がん罹患リス
クは、ワクチン
がなかった時代
と同程度に戻っ
てしまうのであ
る。積極的勧奨
の再開が遅れれ
ば遅れるほど、
ワクチンの導入
でせっかく低下
した子宮頸がん
の罹患リスクが
もとに戻ってし
まう生まれ年度
が次々に出現し
ていくことにな

条件なく 5（0.2%）
勧奨再開時に期待される接種率

4%（85/2060）
勧奨再開したら 80（3.8%）

周りや知り合いが
接種したら

348（16.9%） →自然波及 21%（433/2060）

同世代の多くの子が
接種したら

1046（50.7%）接種候補群 51%（1046/2060）

接種しない・その他 581（28.2%）

計 2060

（Yagi A, et al. BMC Public Health, 2016;16:1013-23）

同調効果同調効果

お問合せは共済部まで　 ０７８-３９３-１８０５

中長期の資産形成に

保険医年金と積立年金DefLデフエル

休業保障制度と所得補償保険
病気やケガの休業に

グループ保険と新グループ保険
死亡・高度障害に

自動車保険と火災保険
団体割引きの

医師賠償責任保険
医事紛争に備えて

ビジネスキーパーの休業損害補償
天災や火災、特定感染症による休業損害に

医療保険とガン保険
三井住友海上あいおい生命の

好評受付中 !
協会の共済はご加入
内容をまとめて管理。
ワンストップサービス
を提供します。


